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会社概要

社名 鈴与エコプロダクツ株式会社

資本金 ９千万円

代表者
代表取締役会長 鈴木 伸一
代表取締役社長 岩崎 栄二

会社所在地
本部事務所 〒437-0005 静岡県袋井市見取1923
第１工場 〒437-0005 静岡県袋井市見1924-55
第２工場 〒437-0005 静岡県袋井市見1924-53

事業内容

容器洗浄リユース事業 通い箱洗浄事業
再生プラスチック材販売事業
産業廃棄物中間処理業
その他

グループ企業
鈴与商事（株） （株）イワタ
鈴与グループ会社一覧

◎会社位置図

代表取締役会長 鈴木 伸一

認証・登録番号0002140
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業務用洗剤など
製造メーカー様
（リユース契約先様）

洗剤、サニタイザー
水処理剤、表面処理剤
有機過酸化物、染料等

ユーザー様
外食産業、食品工場
クリーニング業

製紙工場、金属加工
プラスチック成型加工

印刷工場等

プラ容器リユースの仕組み
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洗浄破砕

鈴与エコプロダクツ(株)

回収納品

NG品

年間１００万本以上の回収・洗浄実績と過去２２年の経験！



プラ容器の購入コストを最大５０％削減！

新規購入＆廃棄と比較してCO2排出量を７１．７%削減！

リサイクルによるプラ廃棄物の処理および費用の削減！
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プラ容器リユースのメリット



北海道, 
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関東, 43.1%
東海, 14.3%

関西, 22.8%

中四国, 3.0% 九州, 5.2%

回収エリア分布

北海道

東北

甲信越

北陸

関東

東海

関西

中四国

九州

回収は関東圏・関西圏・中京圏で80.2%

東北デポ

北海道デポ

新潟デポ

山梨デポ

長野デポ

大井川デポ

富士デポ

埼玉デポ

市川デポ

川崎デポ 

九州デポ１

鈴与カーゴネット関西

四国デポ

名古屋デポ

府中デポ

浜松デポ

九州デポ２

一次回収

二次回収

北海道～九州まで容器回収・納品に対応

グループ会社の物流網・提携運送会社の協力により、
国内17ケ所のストックポイントを設置。
持込み・引き取り、納品時回収など輸送コスト対策
も提案いたします。

現状集荷数:約7,000本/日

回収・納品体制
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毎日7,000～8,000本の
荷受けを行っています。

お客様別、容器毎の
選別・仕分け工程

高圧温水で一気に剥がす

洗浄作業フロー

自動化ライン：予備洗浄 ⇒ 高圧洗浄 ⇒ 濯ぎ ⇒ 乾燥
自動化ライン３基 1直で7,800本/日 洗浄可能

半自動化ライン1基、ドラム洗浄1基、小型洗浄機1基が稼働

＊濯ぎについてはオプションにて純水使用可

全数目視・触診検査
仕上げ（ササクレ除去、拭き上げ、中栓装着など）
リユース回数スタンプも仕上げ時に押印

＊打検検査・リーク検査はオプション

容器内の残液を抜き取る
残液は廃水処理施設にて

活性汚泥処理

指定梱包を施し
一旦、倉庫に仮置き全国出荷
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次頁NG工程へ



ＮＧプラ容器リサイクル事業

自動車部品

リサイクル
ポリエチレン管

地中埋設管
園芸用具

プラ容器破砕チップ

カスケードリサイクルから水平リサイクルへ転換
近い将来ボトルtoボトルのクローズドリサイクルを実現
エコマークに必要な再資源25％混入容器でも高強度、高耐候性
仕様が可能。大手メーカー検証済み

※廃棄容器の再資源化についてもご相談承ります。

現状は、他の製品原料に利用されています

8

破砕機投入口へ
リフトアップ

破砕機にて
湿式破砕

乾燥・梱包

5L缶 2L缶

20L缶

エコマーク取得！

J-クレジット化可能！
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CO2削減効果とAIST Solutions 算定取得（J-クレジット化可能）



J-クレジットについて（カーボンプライシング支援）

産業技術総合研究所（AIST Solutions）が算定した最新結果 2025版
例）新品を 5 回利用した場合と新品 1 回・リユース 4 回行った場合の 1 容器当たりの GHG 排出量を比較
（新品5回、58.675）ー（新品1回リユース4回25.145）＝33.53 kg-CO2eq
輸送を除いて計算した場合も52.39―18.86＝33.53 kg-CO2eq

以上のような最新のＧＨＧ排出量を基に各社のＪ－クレジット取引枠算定データをご提供します。
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お問合せ

（担当：岡本）

工場見学のご希望やご質問・ご不明点などありましたら、
お気軽にお問い合わせください！
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